
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

                                           

カザンの生神女のイコン  

カザンとはタタールスタン共和国の首都の名前である。小さなハリストスが生神女の頬の横で立っているようなスタイルのこのイコンの

原画はコンスタンティノープル（現在ノイスタンブール）から来たが、１４３８年になくなってしまった。ところが１５７９年、大火に見舞われ

たカザンの民家の瓦礫の下にこのイコンが隠されていると、マトロナという名の少女にお告げがあり発掘した。イコンはタタール人から護

るために隠されていたのだ。結局１９０４年にこの原画は盗賊によって破壊されたとみられている。現在その複製はヤロスラバルとサン

クトペテルブルクの聖堂に安置されている。このイコンを記念するのは７月２１日と１１月４日である。 
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●五旬祭後第 22主日聖体礼儀（第 5調）・こども成長感謝祈祷 /執事会      

 11月 5日 (日) 10:00～ (9:30痛悔) 

 使徒経：ガラティヤ 6：11-18福音経：ルカ 16：19-31 

●五旬祭後第24主日聖体礼儀（第7調）・月例パニヒダ 
 11月 19日 (日) 10:00～ (9:30痛悔) 

 使徒経：エフェス 2：14-22 福音経：ルカ 8：41-56 

 

http://www.orthodoxjapan.jp/


  

 

2 

 

  

聖フェリシティ教会のイコノスタシスは一段しかありませんが、教会によっては天井に届く

ほど高さのあるイコノスタシスもあります。段が重なると、聖書に登場する預言者たちの列や、

十二大祭がずらりと並ぶ列、他にも中央のキリストの方を向いて祈っている聖人たちの列な

どを見ることができます。特に、中央のキリストの左右に洗礼者ヨハネ/前駆授洗イオアンと

生神女マリア、彼らに続いて聖人が並んで祈る列はデイーシスと呼ばれています。 

 イコノスタシスには両脇に扉もあります。この聖フェリシティ教会では聖フェリシティと前駆

授洗イオアンのそれぞれ隣になりますが、左側の扉には天使ミカエル/ミハイルのイコン、

右側の扉には天使ガブリエルのイコンがはめられています。この扉は「天使の扉」と呼ばれ、

聖職者が中央の王門を使うのに対して、司祭の祝福を得た一般の奉仕者は、この扉から

至聖所と聖所を出入りします。至聖所の中は、聖務にあたる人以外立ち入り禁止です。ゴ

ミ捨てや掃除機がけですら立ち入ることができる人にしかできません。 

 イコノスタスにあるそれぞれのイコンの前には赤いガラスのランプがぶら下がっていま

す。このランプはランパーダと呼ばれ、オリーブ油の上に、コルクで浮いている芯があり、そ

れに火を灯します。（日本の多くの教会ではローソクを使用しています。）自然の火を使うこ

とに実践的な目的がありますが、最近では電球に換えている教会も増えています。 

イコノスタスの前には左右にそれぞれ真鍮製の大きな燭台が立っています。燭台はロー

ソクがたくさん立てられるようになっています。信者が教会に入ると、まず啓蒙所の入口に

あるイコンに敬拝し、そのままローソクを手にイコノスタシスのハリストスのイコンに向かって

拝し、続いて生神女に拝します。それはちょうど、晩餐会に招かれてそのお宅に入ると、ま

ず主催者にご挨拶をし、次にそのお母様にご挨拶をするような感じです。イコンの前で黙

祷してから、手にローソクがあればその近くにある燭台にローソクを点灯します。ハリストスと

生神女マリアのイコンの前には花が飾ってあります。（至聖所の中には花類は一切置きま

せん。あとで覗いて見てみましょう。） 

  

 

正教会にようこそ 33 

Welcome to the Orthodox Church
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セラフィム府主教着座式 フォトレポート 
２０２３年１０月２２日(日) 東京復活大聖堂 

 ９時 30分、穏やかな秋空の下の東京復活大聖堂の鐘楼から鐘が鳴りはじめ、日本正教会の神品と信

徒が迎える中、ロシア正教会総主教キリール座下の代理として来日したヴォロコラムスクの府主教ア

ントニイ座下とセラフィム座下が並んで入堂しました。聖体礼儀の途中で、宗務総局長マルコ小池神

父様より、先の臨時公会においてセラフィム大主教座下を次期府主教に選出することが満場一致で

決議されたこと、それを母教会であるロシア正教会が承認したことが会衆に報告されました。聖体礼

儀はその後、着座に関わる儀式とともに進行しました。聖体礼儀後、アントニイ府主教座下がキリール

総主教聖下の祝辞を代読し、「アクシオス」の高声とともに純白のクロブクが贈られました。それに

対し、セラフィム府主教座下がお礼を述べました。続いて神品を代表して宗務総局長マルコ小池

神父様より、また信徒を代表してペトル須永兄（東京復活大聖堂教会執事長）が祝辞を述べました。

セラフィム府主教座下は次のようなお言葉を述べました。「日本正教会は、戦前戦後、様々な困難を

乗り越えて現在に至りました。現在は、高齢化とコロナからの立ち直りのところにあります。これからは世

代交代の時代を迎えますが、私たちは聖ニコライから受け取った信仰を次世代に引き継ぐことをやめず

に進みましょう。」着座式を無事に終えたところで如水会館に場所を変え、祝賀会が行われました。 

臨時公会の決議を報告する宗務総局長
マルコ小池長司祭 

アントニイ府主教座下と着座式を控えたセラフィム府主教座下が並んで入堂
式 
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東京の大主教および全日本の府主教セラフィム 

「アクシシオス」という声の中、白のクロ

ブクを頭に被る府主教セラフィム座下 

←府主教を示す水色のマンティアを着るアン

トニイ・セラフィム両座下と贈呈されたミトラ 

聖体礼儀後、参祷者全員で記念写真                        祝賀会の様子 


